
林
業
従
事
者
の
動
向

【
作
業
の
担
い
手
の
現
状
】

「
新
し
い
林
業
」
に
つ
い
て

【
何
を
目
指
し
て
い
る
の
？
】

「
新
し
い
林
業
」
は
、
令
和
３

年
６
月
に
変
更
さ
れ
た
森
林
・
林

業
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
も

の
で
、
新
技
術
を
取
り
入
れ
、
伐

採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
い
た
る

収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
目
指
す
も

の
で
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
い
て

も
、
こ
の
「
新
し
い
林
業
」
の
展

開
に
向
け
、
様
々
な
取
組
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
号
で

は
、
林
業
の
担
い
手
の
確
保
の
観

点
か
ら
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

※

令
和
４
年
７
月
号
で

は
、
苗
木
の
確
保
に

向
け
た
取
組
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

国
有
林
の
森
林
整
備
を
す
す
め

る
森
林
整
備
（
造
林
）
の
現
場
作

業
は
、
多
く
の
場
合
、
（
官
民
問

わ
ず
）
森
林
所
有
者
が
自
ら
実
施

せ
ず
に
、
森
林
組
合
を
は
じ
め
と

す
る
民
間
の
林
業
事
業
体
が
、
森

林
所
有
者
か
ら
作
業
を
請
け
負
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

森
林
を
適
切
に
整
備
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
林
業
事
業
体
の

資
料
：
総
務
省
「
国
勢
調
査
」

注
：
高
齢
化
率
と
は
、
総
数
に
占
め
る
65

歳
以
上
の
割
合

【図１】

森林整備（造林）の担い手の現状から見る

新しい林業の実現に向けて
森林整備部 森林整備第一課

※面積は植付した箇所の区域面積であり実面積ではない。
※出典は、国有林野事業統計から
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森
林
整
備
を
進
め
る
う
え
で
重

要
な
林
業
事
業
体
で
す
が
、
全
国

の
林
業
従
事
者
の
現
状
は
、
国
勢

調
査
（
総
務
省
）
【
図
１
】
の
と

お
り
、
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
令
和
２
年
に
は
、
４
万
４
千

人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
、
減
少
幅
が
小

森
林
整
備
の
作
業
は
誰
が
行
っ

て
い
る
の
？

【
素
朴
な
疑
問
・
・
・
】

迫
ら
れ
る
対
応

【
増
加
す
る
再
造
林
面
積
】

さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み

え
ま
す
が
、
機
械
化
が
進
む
伐
採

系
の
森
林
整
備
を
行
う
従
事
者
に

比
べ
て
、
苗
木
の
植
え
付
け
や
そ

の
保
育
を
行
う
「
造
林
作
業
」
の

従
事
者
は
、
作
業
の
特
殊
性
か
ら

機
械
化
が
進
ま
ず
、
労
働
負
荷
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
確
保
が

よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組

【
軽
労
化
と
作
業
量
の
縮
減
】

全
国
的
に
人
工
林
が
主
伐
期
を

迎
え
て
お
り
、
再
造
林
の
面
積
は

増
加
傾
向
で
す
。
一
方
で
、
新
規

従
事
者
の
確
保
が
難
し
い
造
林
作

業
の
従
事
者
は
、
高
齢
化
に
よ
り

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
再
造
林
の
実
施
に

支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
、
北
海
道
で
も

同
様
で
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の

植
付
面
積
も
増
加
【
図
２
】
し
て

お
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
こ

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

従
事
者
確
保
の
障
害
と
な
っ
て
い

る
造
林
作
業
の
労
働
負
荷
の
軽
減

と
保
育
の
作
業
量
（
面
積
）
そ
の

も
の
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【図２】
造
林
作
業
の
労
働
負
荷
の
軽
減

に
は
、
遅
れ
て
い
る
機
械
化
へ
の

対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
「
地
拵
え
」
の
作
業
で

は
、
伐
採
時
に
用
い
た
大
型
機
械

を
用
い
る
こ
と
で
、
人
力
か
ら
の

機
械
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
型
機
械
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

苗
木
の
生
育
の
最
大
の
障
害
と
な

る
笹
の
植
生
の
回
復
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
下
刈
り
回

数
が
減
る
こ
と
で
、
保
育
の
作
業

量
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

機
械
で
造
林
作
業
を
行
う
こ
と
を

前
提
に
伐
採
箇
所
（
区
域
）
を
選

持
続
性
が
必
要
に
な
り
ま
す
。



【地拵え（じごしらえ）】
伐採後、雑草木等を刈払い、

伐採木の末木枝条など残材を整
理して植付の準備をする作業。

【植 付】
伐採跡地や未立木地において、

地拵え後に苗木を植栽する作業。
通常は苗木を人力で運搬し、
2,500～3,000本/haくらいを
植栽しています。

【下刈り】
植栽した苗木の健全な生育を

妨げとなる雑草木や笹を刈払う
作業。通常、植栽後７～８年の
間、刈払機により人力で毎年実
施しています。

現
行
の
造
林
事
業
の
標
準
的
作
業
体
系

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
造
林
事
業
の
取
組

before

【大型機械による地拵え】
労働負荷の掛かる人力での

地拵えを避けるため、伐採段
階から箇所を選び、大型機械
等を用いた地拵えへシフト。
更に、笹等の根茎を攪乱する
ことにより、その後の回復を
遅らせ、保育作業の低減に繋
げる方法を推進。

【植 付】
植栽する苗木（コンテナ苗）は、保育

期間の短縮を目的に、成長に優れた苗木
や大苗を推進。また、人力による運搬か
らドローンによる苗木運搬（※写真）な
ど、植栽までの労働過重への課題につい
ても検証。
【植栽密度】

従来の2,000本/ha以上の植栽から将
来的な機械化を見据え1,500本/ha程度
まで植栽密度を低減する取り組みを推進。

【機械による下刈り】
従来の人力（刈払機）での下
刈りから乗車式刈払機（※写
真）やリモコン式刈払い機な
ど、機械化による手法を検証。
また、現行の保育基準を見直
し、下刈り回数の削減、２回
刈の見直しなど、省力化・効
率化に向けた作業体系を推進。

after

今
後
に
向
け
て

定
し
、
伐
採
と
造
林
（
地
拵
え
）

作
業
を
一
括
し
て
同
一
事
業
者
に

委
託
す
る
方
式
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
植
付
」
の
作
業
で
は
、
苗
木

の
運
搬
を
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
機
械

で
行
う
こ
と
の
検
証
や
、
下
刈
り

を
機
械
で
実
施
す
る
た
め
に
機
械

が
入
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
苗
木

の
間
隔
を
確
保
し
た
低
密
度
植
栽

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
高
い
労
働
負
荷
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
「
下
刈
り
」
作

業
で
は
、
個
々
の
場
所
毎
に
下
刈

り
の
必
要
性
を
見
極
め
る
こ
と
に

よ
り
、
必
要
最
小
限
の
下
刈
り
回

数
に
留
め
、
下
刈
り
の
作
業
量
を

減
ら
す
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
う
し
て
も
下
刈
り
が
必

要
な
場
合
に
は
、
乗
車
式
の
刈
払

機
や
リ
モ
コ
ン
式
の
刈
払
機
に
よ

る
軽
労
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
現

在
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
、

本
格
的
に
事
業
に
採
用
す
る
た
め

の
検
証
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
新
た
な
施

業
体
系
を
構
築
し
、
新
技
術
の
普

及
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


